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IHEIHE放射線放射線

• 最も「歴史」がある：最初のドメイン

• プロファイルが最も多い：19

• DICOMが基盤になっている

• 標準規格の実装方法についてのガイドライン

• 複数ベンダ製品を接続することが一般的

• 検査の業務フローが施設ごとに大きな違いはない

• 他のドメインのモデル
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プロファイルの分類プロファイルの分類
業務フローのプロファイル群

– SWF:通常運用ワークフロー
– PIR:患者情報の整合性確保
– PGP:複数検査の一括撮影と表

示
– PWF:後処理ワークフロー
– RWF:報告書ワークフロー
– CHG:会計処理
– IRWF:メディアインポート情報

の整合性
– TCE:ティーチングファイルと

臨床試験データ出力

画像表示のプロファイル群
– CPI:画像表示の一貫性確保
– KIN:キー画像への注釈
– ED:エビデンス文書
– SINR:画像・数値を含む報告書
– NMI:核医学画像表示
– FUS:画像重ね合せ表示
– MAMMO:マンモグラフィー表示

技術基盤のプロファイル群
– ARI:放射線科情報へのアクセス
– XDS-I:施設間の画像共有
– PDI:可搬用画像データ交換
– ATNA:監査証跡と機器認証
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新しいプロファイル新しいプロファイル

• マンモグラフィー表示

• 画像の重ね合わせ

• 可搬媒体

• データセンタでの画像情
報共有

臨床現場からの要望がある
標準的な運用がある

標準規格がある

IHEサイクルに乗せて
Technical Frameworkを作る
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統合プロファイル統合プロファイル はは33種類種類

•ワークフロー

•コンテンツ

•インフラ
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統合プロファイル統合プロファイル はは33種類種類

•ワークフロー

•コンテンツ

•インフラ
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画像表示の一貫性確保画像表示の一貫性確保 統合プロファイル統合プロファイル
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mammographymammography
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統合プロファイル統合プロファイル はは33種類種類

•ワークフロー

•コンテンツ

•インフラ
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可搬媒体によるデータ配信可搬媒体によるデータ配信
PDI PDI –– Portable Data for ImagingPortable Data for Imaging
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システムに画
像データを取
り込む

媒体のデータ
をプリント

媒体上のレ
ポートを読む

媒体上の画像
を読む

媒体上の関連
情報の表示

アクタ

PDI
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IRWFIRWF
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Radiology Enterprise B
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Data
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Reports
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External 
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Media is 
sent to 
Reading Site 
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放射線治療放射線治療 IHEIHE--RORO
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IHEIHE--ROROのシナリオのシナリオ

• 初診時 （日本がRO-SWFを提案）

• 計画時（Plan変更）

• 治療計画作成（接続テストを実施中）

• 日々照射時

• 中断・再開

• 終了（サマリー作成）

• フォローアップ
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IHEIHE--RORO
Radiation OncologyRadiation Oncology

2006.2 2006.2 
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IHE委員会:
統合プロファイル

IHE委員会
DICOM/HL7で記述

IHEテクニカル
フレームワーク

ベンダが
各製品に

実装

コネクタソン

IHEソリューションを
デモ、教育

医療機関のRFP

サイクル

ベンダの
技術

異質な情報システムを含んで、
複雑で問題の多い処理を有する

医療機関側
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デモンストレーション
2009 4/4-6- J
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IHE-J コネクタソン 2009 10/27-31
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IHEIHE--JJ
20072007

コネクタソンコネクタソン
の結果の結果
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統合宣言書

製品

ごとに
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• 日時：２００８年１１月２２日（土） １７：００－１９：００

会場：パシフィコ横浜会議センター・４Ｆ・H会場 （４１９）

• １．IHE概要 （普及推進委員会・向井まさみ）
２．放射線分野 （放射線企画委員会・江本豊）
３．循環器分野 （循環器企画委員会・奥真也）
４．臨床検査分野 （臨床検査技術委員会・平沢修）
５．眼科分野 （眼科企画委員会・篠崎和美）
６．ITI 分野 （ITI企画委員会・安藤裕）


